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＜事例３：渓流の洗掘に伴う斜面崩壊（３）＞ 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 渓流の洗掘とともに、斜面上方からの地表水の流下が、崩壊等に影響している可能

性も高い。そのため、上方斜面の状況も確認する。 

 崩落した土砂が河床に堆積している場合は、河道がせき止められていないか（河道

閉塞していないか）確認する。規模の大きな河道閉塞が生じている場合は、決壊し

た場合の下流への影響が懸念されるため、専門家による詳細調査を別途検討する。 
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＜事例４：水路工基礎部の崩壊（４）＞ 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 水路基礎部の土砂が抜け落ちて、水路自体が損壊すると、水が漏水し二次災害を引

き起こす可能性が高くなるため、斜面中や斜面上に水路工がある場合は漏水等がな

いか注意深く観察する。 

 斜面の変状で水路工の勾配が変化したり、水路内に土砂が堆積したりする。水路内

で水が溜まっていたり、逆流するような状況がないか確認する。 
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＜事例５：水路工周辺の洗掘（５）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜調査のポイント＞ 

 水路工は水が流れやすいところに設置されているため、水路で受けきれない水が水

路沿いを流れ洗掘が進行する。このような現象があるときは、水の流入箇所を特定

させる。 

 水路からの漏水の場合と、周辺の地表水の影響が考えられるため、斜面の確認と水

路工自体の確認が必要である。 
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